
4月16日（水）
13：00～16：00
場所：福祉センター相談室

4月10日（木）
5月10日（土）
13：30～16：00
場所：福祉センター相談室
※電話相談も受け付けています

＊事前の予約が必要です。
＊相談時間は一人30分です。
＊定員（6名）になり次第、締め切らせ
　ていただきます。 心配ごと相談は、日常のちょっとした悩みごとや

困りごとを気軽に相談できる場です。
予約不要ですので、お気軽にお越しください。【予約・問合せ】 電話 ４６ー０６１９
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無料弁護士相談 心配ごと相談

社協だより「ひだまり」は、社協会費、寄付、赤い羽根共同募金の配分金等を活用し発行しています。

ひだまりひだまり

～サロン連絡協　役員研修会を開催しました～～サロン連絡協　役員研修会を開催しました～
　東彼杵町ふれあいいきいきサロン連絡協議

会役員約４０名が集い、研修会を行いました。

講師に鈴木病院 理学療法士の山下均氏を迎

え、フレイル（虚弱）予防や認知症予防につ

いて学びました。フレイルは、適切に治療や予

防を行えば改善できる可能性があるそうです。

　サロンでの気兼ねないおしゃべりや、仲間と

楽しみながら行う運動や外出が心と身体の健

康につながり、継続することでフレイルの予防

につながります。サロン活動を通してより一層、

健康寿命を延ばしてほしいと思います。
2月20日に行われた役員研修会
（総合会館にて）

　昨年度より本会が取り組んでいる「緊急物
資支援事業」。今年も共同募金会が取り組む
「赤い羽根ポスト・コロナ（新感染症）社会に
向けた福祉活動応援キャンペーン」への寄付
を財源とした緊急食糧援助事業費の助成（34
万円）を受け、標記事業を実施しました。町内
の福祉施設や児童施設には30㎏のお米をお
配りしました。他にも生活に困窮されている方
へ食糧や生活用品、生理用品などをお届けし、
たくさんの方に喜んでいただきました。
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　東彼杵町社会福祉協議会では、「赤い

羽根共同募金」配分金を財源として「子

育て支援事業」を行っています。今回も

町の乳児相談に来られた生後３～４か月

の赤ちゃんにおしりふきとオムツ処理袋を

お渡しいたしました。

　写真は２月の乳児相談に来られた赤

ちゃん。お母さんに抱っこされてスヤスヤ

と眠る姿がとっても可愛いですね。赤ちゃ

んたちの可愛らしい表情に心が温まりま

す。



ご 寄 付 お 礼 （令和７年１月７日 ～３月４日  受付分）

社会福祉事業資金として、善意の寄付や
香典返しの一部をご寄付いただきました。
皆様のご厚意に心から感謝申し上げます。

•辻 孝治 様（瀬戸）より
　故 辻 リツエ 様のご逝去にあたり

•二口 幸子 様（蔵本）より
　故 二口 ウメ 様のご逝去にあたり

•中島 絹子 様（木場）より
　故 中島 俊雄 様のご逝去にあたり

•濱本 サエ子 様（西宿）より
　故 恵美 さつき 様のご逝去にあたり

•山口 ひとみ 様（下三根）より
　故 山口 三郎 様のご逝去にあたり

•彼杵中24回卒 同窓会 様より寄付

•東彼杵町区長会 様より寄付

★「かわら版」の作成
　地域座談会（未来トーク）の取り組みと協議体のことを知っていただくために、現在二層協議体

メンバーで頑張ってかわら版を作っている最中です。４月にはお配り出来る予定ですので、ぜひお手

元に届きましたら熟読していただければと思います。ご質問などあれば、お気軽に社協もしくは協

議体メンバーへお声掛け下さいね。　　　　　【下の写真は「かわら版」を作成している様子です】

　町内に思いやりの気持ちと支えあい・助け合いの関係があふれるようにと協議体（住み良い
町づくりを目指すメンバー）を中心に色々な活動を行っています。

★地域座談会（未来トーク）の開催
　地域座談会（未来トーク）は世代の垣根関係なく地域内の交流を深めることを目的としています。交

流を深めることで、地域の困りごとや悩みごとを話しやすくなったり、困りごとを聞いてくれる人や実際

に助けてくれる人を見つけやすくなったりします。

　この座談会は、「困っている」と相談できる人が１人でも増えるように地域内の交流を深め、お互いさ

まと笑って、支えあい・助け合える関係性が生まれるようにと開催しました。

　町内、第１回目の菅無田・法音寺地区、第２回目の西宿・東宿地区の２回で延べ約１２０名の方にご

参加いただき、自分たちの住む地域の昔・今・未来について楽しく意見交換を行っていただきました。

アンケートでは、「地域内で交流が出来て良かった」、「自分たちの地域について考える機会となった」、「こ

れからのことをもっと考えていきたい」といった感想があり、開催したことによって地域間のつながりが

強くなったと感じています。

ふくし（ふだんのくらしのしあわせ）について考えよう

▲支えあい体験ゲームをする子どもたち。「支える人」と「支
　えられる人」の両者がいないと支えあいは成り立ちません。

▲高齢者疑似体験中の子どもたち。体験セットを装着すると
　身体が重く、動きづらくなります

彼杵小4年生彼杵小4年生

　彼杵小４年生は、総合的な学習の時間
で『福祉』についての学習をしています。
　昨年１１月は、社協職員によるふくしの
講話やささえあい体験ゲーム、アイマスク
体験を通して、「ふくしとは」や視覚に障
害のある方の気持ちについて学びまし
た。
　また、今年１月には高齢者疑似体験を
行い、高齢者の身体と心の特性を理解
し、高齢者が安心して生活ができるため
に自分たちにできることについて考えまし
た。
　体験学習を通して、子どもたちから「怖
かった」「腰が痛かった」「声をかけても
らうと安心した」「電車では席をゆずりた
い」などの感想を聞くことができました。
　子どもたちは、３月に行う社協デイサー
ビスでのふれあい交流に向けて、準備を
進めているところです。ぜひ交流では、
「自分たちにできること」をひとつでも実
行してもらい「自分たちにもできたこと」
として、福祉の学習の大きな実りにしても
らいたいと思います。

みんなが

　助け合い

　　支え合う

笑顔輝く

　住みよい町

ワクワク笑

～お互いに

　支え合える

　　　千綿～

しよう
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　そのぎエリア

　ちわたエリア

座談会について話し合う協議体メンバー 菅無田・法音寺地区と西宿・東宿地区での
座談会の様子
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